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 作家である著者は、井伊家歴代の系図を眺めていた時に見

つけた「次郎
じ ろ う

法師
ほ う し

」を調べるうちに、「この人を書きたい」と

強く思います。そして書かれたのが『 女
おなご

にこそあれ次郎法師』

（新人物往来社・刊）という小説でした。この次郎法師こと

井伊
い い

直
なお

虎
とら

が、来年の NHK 大河ドラマ『おんな城主 直虎』

の主人公です。ドラマ化決定後に出版された本書では、彼女

の生涯と生きた時代を徹底解説しており、史蹟ガイドや年表

も載せています。彼女に関する資料は少ないものの、著者は

作家らしく想像を広げ、彼女の人物像に血を通わせています。 

 今年のうちに本で予習し、来年はテレビでドラマを楽しみ、

ゆかりの地を散歩するのもいいですね。      （杉野） 

『城主になった女 井伊直虎』 
梓澤 要 著  ＮＨＫ出版  289.1ア 

 

 2016 年も残すところあと僅
わず

かとなりました。

そう思うだけで、なんだか気ぜわしく感じられま

すね。クリスマスプレゼントの用意がまだだわ、

年賀状を作らなきゃ、今年こそちゃんと大掃除し

よう、おせちは買う？作る？・・・などと慌てて

いるうちに、新年を迎えそうです。 

 今月の特集は、おなじみ“年末年始”。この時

期、役立ちそうな本を集めていますので、ご活用

ください。 

年末年始 
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 日本は戦後 70 年となりました。戦後１００年には、この国のかたち

はどうなっているのでしょう。高度成長社会から下り坂を下ろうとして

いる今の社会。これからの社会のあり方を模索した１冊です。 

印象に残ったのは「子育て中のお母さんが、昼間に、子どもを保育所

に預けて芝居や映画を観に行っても、後ろ指をさされない社会を作るこ

と」という文でした。女性だけが、それまで享受していた何かを犠牲に

しなければならないのはおかしいこと、その何かとは、経済や労働とい

うもとに軽視されがちな精神的、文化的側面だと。 

何かを犠牲にするのではなく、個々の心に向き合い、コミュニケーシ

ョンを図ることが大切と考える著者は、ワークショップ方法論により学

校や地域の再生・改革に取り組んでいます。小さな小学校に設立された

「キラリ科」は、表現力とコミュニケーション力を育てる教育プログラ

ムです。また、但馬の城崎は、温泉とアートと野茂氏の野球チームが見

事なコラボを見せている場となっています。著者が一貫して述べている

のは、緩やかな価値観の転換、他者の権利の尊重、精神・文化の重要性。

そろそろとゆったりと、社会全体を考えていきたい内容です。 （細見） 

  

 

 

  

■篠山市立中央図書館（篠山市西吹 88-1） TEL 079-590-1301／FAX 079-594-5450 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://edu.city.sasayama.hyogo.jp/c-library/ 

『下り坂をそろそろと下る』 

平田 オリザ 著 講談社 304 ヒ 

 インバウンド（訪日旅行）の原動力は、何と言っても日本人ならで

はのこまやかな心遣いのサービスではないでしょうか。企業努力もさ

ることながら、一人ひとりの小さな積み重ねであることは間違いあり

ません。丹念な取材と、江戸の市井の人情を描くことで定評ある著者

の、現代を舞台にした企業物語です。 

 “ 纏
まとい

ミルク”は明治から続く東京下町の老舗牛乳配達業で、大震災、

敗戦後の混乱した時代を、丁寧な仕事で生き抜いてきました。人の口

に入るものだからこそ手を抜かず、「商品を配るのではなく、心を配る」

という創業以来の企業理念で業界では名の通った老舗です。毎朝のル

ーティンだからこそ、お客様の小さな異変に気づくことができ、人命

救助へと発展し･･･そこから物語は大きく動きだします。 

 “宅配”という日本独自の商業文化にフォーカスした本著は、昭和

に回帰したかのような人情あふれる人々の心の交流がみごとに描かれ

ています。朝の牛乳１本にこれほどまでの心遣いがあっただなんて、

あらためて感謝しながら飲む牛乳はおいしさ倍増です。  （小土井） 

『ずんずん』 
山本 一力 著 中央公論新社  Ｆヤマ 

 

           
  



 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■篠山市民センター図書コーナー（篠山市黒岡 191） TEL 079-552-0394 

 開館時間 10：00～18：00（日曜日は 17：00まで） 

 ※職員は 12：00～15：00（土・日曜日は 13：00～15：00）の間、駐在 

モバイル版蔵書検索システム 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 月 火 水 木 金 土 
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入場無料 

申し込み不要 
 「トレーニング・デイ」 
２００１年・アメリカ  １22 分・吹替・字幕有 

■監督 アントニー・フュークワー 

■出演 デンゼル・ワシントン 他 

■日時 12 月 ９日（金） １４：００～１６：００ 

 12 月１０日（土） １５：００～１７：００ 

■場所 中央図書館 視聴覚ホール 

 

休館日 

 

 

休館日 

 

 

 

 

映画上映会 

篠山だけ 
図書館の日 

休館日 

 
映画上映会 

親子ふれあい
スペース開放
（図書ｺｰﾅｰ） 

休館日 

 

図書コーナー 
   休館日 

休館日 

 

親子ふれあい
スペース開放
（図書ｺｰﾅｰ） 

親子ふれあい
スペース開放
（図書ｺｰﾅｰ） 

休館日 

 

休館日 

 

親子ふれあい
スペース開放

（図書ｺｰﾅｰ） 

年末年始の休館日は 

12/29（木）～ 1/4（水）です。 

雑誌 リサイクルフェア  １2/１（木） ～ 7（水） 

写真展 （ 黒岡写真クラブ ） １2/13（火） ～ 27（火）13：00 


